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業績予想との差異に関するお知らせ 
 

 

 本日、公表した平成22年３月期決算短信と平成22年１月29日に公表した業績予想との間に差異が発生い

たしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成22年３月期通期連結業績 （平成21年４月１日～平成22年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 142,000 3,400 3,000 500 3.91 

当期実績（Ｂ） 
（平成22年３月期） 

140,936 3,010 2,819 511 4.01 

増減額（Ｂ－Ａ） △ 1,064 △ 390 △ 181 11  

増減率（％） △ 0.7 △ 11.5 △ 6.0 2.2  

（ご参考）前期実績 
（平成21年３月期） 

150,325 1,830 1,331 598 4.64 

 

２．平成22年３月期通期個別業績 （平成21年４月１日～平成22年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 124,000 640 2,200 100 0.78 

当期実績（Ｂ） 
（平成22年３月期） 

123,885 129 1,742 345 2.70 

増減額（Ｂ－Ａ） △ 115 △ 511 △ 458 245  

増減率（％） △ 0.1 △ 79.8 △ 20.8 245.0  

（ご参考）前期実績 
（平成21年３月期） 

135,789 △ 1,492 503 △ 3,698 △ 28.64 

 

３．差異の理由 

 住宅市場は依然として厳しい環境にあり、連結売上高は予想を下回ることとなりましたが、原材料コス

トの削減や生産性の向上、固定費の削減に取り組み、連結経常利益の落ち込みは最小限に抑えることがで

きました。また、連結当期純利益は予想数値をクリアすることができました。 

 しかし、個別業績におきまして、関係会社取引の制度から、一部コストダウン成果は連結子会社が享受

することとなり、個別営業利益が予想を下回ることとなりました。当期純利益におきましては、連結子会

社に対する貸倒引当金戻入額384百万円の発生があり、予想を上回ることとなりました。 

以 上 


